
2022215 18
東京ビッグサイト Tokyo Big Sight

主 催：一般社団法人日本包装機械工業会

［日本包装産業展］

と も に つ く る
未 来 の 包 程 式

報 告 書





目　次

１．開催の御礼 �  P.２

２．開催概要 �  P.３

３．来場実績 �  P.４

４．出展実績 �  P.６

５．併催行事 �  P.７

６．企画展示コーナー �  P.18

７．パブリシティ �  P.21

８．各種アンケート調査結果 �  P.26

９．会場図面（全体計画・レイアウト・他） �  P.36

10．出展者一覧 �  P.42

11．JAPAN PACK Online 出展者一覧 �  P.45

12．一般社団法人日本包装機械工業会 役員（2021年度） �  P.46

13．JAPAN PACK 2022 実行委員会 �  P.47



2

　一昨年 1月にわが国で初めて新型コロナウイルス感染者が報告されてから、

早くも 2年が経過しております。皆様におかれましては、この未曾有の災禍

に一致団結して立ち向かわれていることと深く敬意を表します。

　一般社団法人日本包装機械工業会は、2022 年 2 月 15 日（火）から同月 18 日

（金）までの 4日間、東京ビッグサイト（東京都江東区）におきまして、JAPAN 

PACK 2022［日本包装産業展］を開催いたしました。新型コロナウイルス感染

症の影響等による会期・会場の変更、会場内外における感染症対策の実施、商

習慣の変化等、これまでにない環境下での開催となりました。ご出展・ご来場

各位には多大なるご協力をいただきましたことを、主催者を代表して心より御礼申し上げます。

　JAPAN PACK（ジャパンパック）は、1964（昭和 39）年の第 1回展から一貫して、わが国包装業界と関

連業界の振興および需要業界の合理化や省力化に資することを主な目的として、時代に応じて最適なプロモ

ーションの舞台を作り上げて参りました。今日では製造加工から計量、充填、包装、印刷、印字、検査、梱

包等の生産ライン全体における多様な製品が一堂に会する大型商談展示会として、ご出展ご来場の皆様より

ご好評を頂戴しております。

　持続可能な社会の実現へ向けて包装の役割が問われている昨今、第33回を迎えた JAPAN PACK 2022［日

本包装産業展］では『ともにつくる 未来の包程式』をテーマに掲げ、包装機械・資材を軸にサプライチェ

ーンに係る様々な新機種・新技術が一堂に会し、人手不足解消、製造・物流コスト低減、省エネ・省資源化、

安全安心・衛生性向上、ウィズコロナ、アフターコロナ対応等の様々な喫緊課題に対する提案が発信され

ました。

　関係業界における有識者や第一線でご活躍の方々を講師にご招聘した各種講演会・専門セミナー等約 40

本のプログラムをはじめ、プラスチックの資源循環への対応や AI 技術活用等に係る多彩な併催企画も会期

中に開催し、当展のオリジナル企画として初めて実施した〈包装ライフサイクル展示コーナー〉および〈IoT

研究会展示コーナー〉をはじめとする企画展示コーナーには、最新情報を求める多くのご来場者様に足を

お運びいただきました。さらに公式サイト内ではバーチャルコンテンツの〈JAPAN PACK ONLINE〉を実装

し、事前情報の拡充やオンラインミーティングの実現、オンライン上でのビジネスマッチングの創出等、

ハイブリッド展示会としてこれまで以上に効果的なマーケティングツールとしてご活用いただけたと伺っ

ております。

　このほど JAPAN PACK 2022［日本包装産業展］の開催を無事に終えられましたことは、偏に関係官公庁

や公共団体等ご後援ご協賛各位ならびにご出展ご来場各位の絶大なるご支援ご高配の賜と厚く御礼申し上げ

ます。会期中に披露された製造・流通・小売分野と＂ともにつくる＂解決策が、商品力向上や販売力促進等

を実現する『包程式』として、必ずやより良い社会の実現に繋がるものと考えております。

　次回展（JAPAN PACK 2023）は 10 月 3日（火）から 6日（金）までの 4日間、東京ビッグサイトの東展示棟

にて開催予定でございます。引き続きまして倍旧のご愛顧を賜りますようお願い申し上げますとともに、新

型コロナウイルスの収束により平穏な社会が実現しますことを心よりご祈念申し上げます。

一般社団法人日本包装機械工業会 会長　大森　利夫

開催の御礼
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１．名　　称　　�JAPAN PACK 2022［日本包装産業展］ 
Japan Packaging & Manufacturing Technology Show 2022

２．テ ー マ　　ともにつくる 未来の包程式

３．会　　期　　�リアル展　　：2022 年 2月 15 日（火）〜 2月 18 日（金）　10 時 00 分〜 17 時 00 分 
オンライン展：2022 年 1月 17 日（月）〜 2月 25 日（金）

４．会　　場　　�東京ビッグサイト　西展示棟（１〜４ホール）・南展示棟（１〜２ホール）・会議棟 
東京都江東区有明 3-11-1（〒 135-0063）

５．開催目的　　�国内外の包装機械、包装資材、包装材料加工機械、食品加工機械、医薬品・化粧品・日用品製造機器、
物流機器、それらに関連する技術・サービスを展示公開し、産業合理化と国民生活の向上に寄与する
とともに貿易の振興を図り、包装関連業界ならびに需要業界の発展を通じて、より良い社会の実現に
資することを目的とする。

６．主　　催　　一般社団法人日本包装機械工業会

７．展示分類　　�【第１類】包装機械／荷造機械　　　　　　　【第２類】包装資材・容器 
【第３類】印刷機械・関連機器／包材加工機械 
【第４類】ロボット／機械部品・要素技術／包装関連機械／検査機・検出器 
【第５類】食品加工機械・関連機器　　　　　【第６類】医薬品・化粧品・日用品製造機械・関連機器 
【第７類】環境対策機械・関連機器　　　　　【第８類】衛生管理機器・資材 
【第９類】物流機械・関連機器／店舗設備機械 
【第10類】デジタル技術／ソフトウェア　　　【第１１類】エンジニアリング・システム 
【第１２類】団体／プレス／研究・教育機関／人材サポート／その他

８．展示規模　　�出展者数　：299 社・団体（リアル展：264 社・団体／オンライン展：35 社・団体） 
出展小間数：1,472 小間

９．来場者層　　�食品・飲料関係／医薬・化粧品・日用品・化学品関係／繊維・雑貨・文具関係／鉄鋼・輸送機器・電
気関係／小売・流通・サービス関係／機械・機械部品・ロボット関係／包装材料・容器・印刷関係／
情報機器・ソフトウェア関係／プラントエンジニアリング関係／官公庁・団体・関連機関／一般・個
人／学生／報道関係／その他

10．入　　場　　完全事前登録制（無料）

11．後　　援　　�経済産業省／独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）／独立行政法人中小企業基盤整備機構／
日本商工会議所／東京商工会議所／公益社団法人日本包装技術協会／株式会社東京ビッグサイト

12．協　　賛　　�ISPE 日本本部／ FA・ロボットシステムインテグレータ協会／一般財団法人エンジニアリング協会／
神奈川県包装機械工業会／紙製容器包装リサイクル推進協議会／一般財団法人機械振興協会／ク
リーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス（CLOMA）／一般財団法人食品産業センター／
GS1 Japan （一般財団法人 流通システム開発センター）／一般社団法人製剤機械技術学会／製粉協会
／全国クラフト紙袋工業組合／一般社団法人全国清涼飲料連合会／一般社団法人全国ビスケット協
会／全国味噌工業協同組合連合会／全日本菓子工業協同組合連合会／全日本シール印刷協同組合連
合会／一般社団法人全国スーパーマーケット協会／全日本菓子協会／全日本パン協同組合連合会／
全日本プラスチック製品工業連合会／創包工学研究会／一般社団法人中部包装食品機械工業会／一
般社団法人東京包装協会／東京糧食機工業協同組合／軟包装衛生協議会／一般社団法人日本印刷産
業機械工業会／一般社団法人日本印刷産業連合会／一般社団法人日本エアゾール協会／日本エア
ゾール容器協議会／公益財団法人日本環境協会／一般社団法人日本機械工業連合会／一般社団法人
日本計量機器工業連合会／日本化粧品工業連合会／日本 CMO協会／一般社団法人日本自動認識シス
テム協会／一般社団法人日本自動販売システム機械工業会／一般社団法人日本食品機械工業会／一
般社団法人日本食品包装協会／協同組合日本製パン製菓機械工業会／日本精密測定機器工業会／日
本製薬団体連合会／日本石鹸洗剤工業会／一般社団法人日本惣菜協会／一般社団法人日本即席食品
工業協会／日本チェーンストア協会／一般社団法人日本電機工業会／一般社団法人日本能率協会／
公益社団法人日本パッケージデザイン協会／一般社団法人日本パン工業会／一般社団法人日本 PDA
製薬学会／一般社団法人日本百貨店協会／一般社団法人日本物流システム機器協会／日本プラス
チック機械工業会／日本プラスチック工業連盟／一般社団法人日本フランチャイズチェーン協会／
一般社団法人日本粉体工業技術協会／日本ポリエチレン製品工業連合会／公益財団法人日本容器包
装リサイクル協会／一般社団法人日本冷凍食品協会／公益社団法人日本ロジスティクスシステム協
会／一般社団法人日本ロボット工業会／一般社団法人ハラル・ジャパン協会／一般社団法人 PODi ／
東日本食品包装工業会／プラスチック容器包装リサイクル推進協議会／産經新聞社／株式会社じほ
う／株式会社情報機構／株式会社日刊工業新聞社／日報ビジネス株式会社／株式会社日本経済新聞
社／株式会社日本食糧新聞社／株式会社日本包装リース

開催概要
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来場登録者数
日付 天候 人数

会期１日目／2月15日（火） 晴 2,114

会期２日目／2月16日（水） 晴 2,696

会期３日目／2月17日（木） 晴 2,956

会期４日目／2月18日（金） 晴 3,140

合　　計 10,906

※前回展（JAPAN PACK 2019）実績：33,539 名（▲ 67.46%）

来場者詳細（業種）
大分類 中分類

業種 来場者数（名） 割合（％） 業種 来場者数（名） 割合（％）

食品・飲料関係 2,317 21.23

製パン・製菓関係 590 5.41

食肉・水産物関係 317 2.90

農産物関係 173 1.58

麺類関係 69 0.63

調理食品関係 382 3.50

飲料・乳製品関係 177 1.62

その他食品関係 609 5.58

医薬・化粧品・日用品・
化学品関係 897 8.22

医薬品関係 123 1.13

化粧品関係 171 1.57

日用品関係 146 1.34

化学品関係 457 4.19

繊維・雑貨・文具関係 165 1.51
繊維関係 76 0.70

雑貨・文具関係 89 0.82

鉄鋼・輸送機器・電気関係 315 2.89
鉄鋼関係 38 0.35

輸送機器関係 86 0.79

電気関係 191 1.75

小売・流通・サービス関係 2,307 21.14

小売・流通・EC関係 330 3.02

商社関係 1,392 12.75

受託製造・包装関係 286 2.62

その他サービス業 299 2.74

機械・機器部品・
ロボット関係 1,378 12.62

包装機械関係 513 4.70

機械・機器部品関係 768 7.04

ロボット関係 97 0.89

包装材料・容器・印刷関係 1,928 17.66
包装材料・容器関係 1,147 10.51

印刷関係 705 6.46

パッケージデザイン関係 76 0.70

情報機器・ソフトウェア関係 93 0.85 情報機器・ソフトウェア関係 93 0.85

プラントエンジニアリング関係 197 1.80
設備・建築関係 123 1.13

エンジニアリングシステム関係 74 0.68

官公庁・団体・関連機関 84 0.77
官公庁・団体関係 69 0.63

教育機関・研究機関関係 15 0.14

一般・個人 47 0.43 一般・個人 47 0.43

学生 32 0.29 学生 32 0.29

報道関係者 282 2.58 報道関係者 282 2.58

その他業種 864 7.92 その他業種 864 7.92

合　　計　 10,906
※その他：上記以外の業種の方、来場目的の出展関係者、等

来場実績
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カテゴリー 来場者数 割合（%）
代表者・役員 1,631 14.94
営業・販売 4,866 44.58
企画・広報・マーケティング 1,013 9.28
研究・技術 1,075 9.86
製造・生産 1,041 9.54
設計・デザイン 481 4.41
管理・総務・人事・コーポレート 163 1.49
公務員・団体職員 44 0.40
一般・個人 36 0.33
学生 32 0.30
報道関係者 253 2.32
その他 271 2.47

合　　計 10,906

来場者詳細（部門）

カテゴリー 来場者数 割合（%）
代表者・役員 2,059 18.88
支社長・工場長・本部長 415 3.81
部長・次長 1,884 17.27
課長・課長代理 1,974 18.10
係長・主任 1,312 12.03
一般社員 3,044 27.91
一般・個人 22 0.20
学生 32 0.26
その他 164 1.54

合　　計 10,906

来場者詳細（役職）

カテゴリー 来場者数 割合（%）
北海道 64 0.59
東北 102 0.93
関東 9,055 83.03
中部 597 5.47
近畿 789 7.23
中国 98 0.90
四国 50 0.46
九州・沖縄 148 1.36
海外 3 0.03

合　　計 10,906

来場者詳細（地域）
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展示分類
JAPAN PACK 2022 JAPAN PACK 2019 JP22/19 増減比較

出展者数
（名）

割合
（%） 小間数 割合

（%）
出展者数
（名）

割合
（%） 小間数 割合

（%）
出展者数
（%）

小間数
（%）

第１類 包装機械／荷造機械 96 36.36 903.5 61.38 143 30.82 1,193 52.05 67.13 75.73

第２類 包装資材・容器 44 16.67 88.5 6.01 102 21.98 156 6.81 43.14 56.73

第３類 印刷機械・関連機器／
包材加工機械 26 9.85 103 7.00 39 8.41 183 7.98 66.67 56.28

第４類
ロボット／機械部品・
要素技術／包装関連機
械／検査機・検出器

35 13.26 191.5 13.01 112 24.14 526 22.95 31.25 36.41

第５類 食品加工機械・関連機
器 19 7.20 80 5.43 31 6.68 142 6.20 61.29 56.34

第６類 医薬品・化粧品・日用
品製造機械・関連機器 3 1.14 8 0.54 9 1.94 52 2.27 33.33 15.38

第７類 環境対策機械・関連機
器 3 1.14 5 0.34

第８類 衛生管理機器・資材 4 1.52 9 0.61

第９類 物流機械・関連機器／
店舗設備機械 8 3.03 37 2.51

第10類 デジタル技術／ソフト
ウェア 5 1.89 13 0.88

第11類 エンジニアリング・シ
ステム 2 0.76 4 0.27 2 0.43 6 0.26 100.00 66.67

第12類
団体／プレス／研究・
教育機関／人材サポー
ト／その他

19 7.20 29.5 2.00 26 5.60 34 1.48 73.08 86.76

合　　　　　計 264 1,472 464 2,292 56.90 64.22

※上記出展実績には海外出展者（中国／タイ／シンガポール）３社／３小間を含む
※上記出展実績には主催者企画のうち「CLOMA展示コーナー」「包装ライフサイクル展示コーナー」を含む
※上記出展実績にはオンライン出展者（35 社）を含まない
※展示分類の更新により、前回展（JAPAN PACK 2019）実績から新規設置・統合が発生している

展示テーマ 出展者数 割合（%） 小間数 割合（%）
生産性の向上 172 65.15 1,208 82.07
地球環境への課題 44 16.67 68 4.62
食糧に関する問題 1 0.38 25 1.70
安全安心の実現 21 7.95 68 4.62
市場の拡大 26 9.85 103 7.00

合　　計 264 1,472 

出展者詳細（展示テーマ）

過去出展 出展者数 割合（％） 小間数 割合（％）
継続出展者 193 73.11 1,275 86.62
新規出展者 64 24.24 154 10.46
復活出展者 7 2.65 43 2.92

合　　計 264 1,472 

出展者詳細（新規／継続）

会員区分 出展者数 割合（％） 小間数 割合（％）
正会員 78 29.55 961.5 65.32
賛助会員 43 16.29 199.5 13.55
一般 143 54.17 311 21.13

合　　計 264 1,472 

出展者詳細（会員）

出展実績
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１．開会式
○日　時　2022 年 2月 15 日（火）　9時 40 分〜 10 時 00 分
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム・イベントステージ A
○次　第　①開会
　　　　　②主催者挨拶　　大森　利夫　（一社）日本包装機械工業会 会長
　　　　　③来賓挨拶　　　安田　　篤　経済産業省 産業機械課長
　　　　　④開会宣言　　　山本　治男　JAPAN PACK 2022 実行委員長
　　　　　⑤テープカット　安田　　篤　経済産業省 産業機械課長
　　　　　　　　　　　　　黒岩　　進　CLOMA事務局長／（一社）産業環境管理協会 専務理事
　　　　　　　　　　　　　小野　隆弘　（一社）日本印刷産業連合会 専務理事
　　　　　　　　　　　　　大森　利夫　（一社）日本包装機械工業会 会長
　　　　　　　　　　　　　山本　治男　JAPAN PACK 2022 実行委員会 実行委員長
　　　　　⑥閉会

２．特別企画 包装機械工業会 TOPディスカッション『ともにつくる 未来の包程式』
○日　時　2022 年 2月 15 日（火）　10 時 20 分〜 11 時 20 分
○会　場　国際会議棟 6階 607-608 会議室
○登壇者　大森　利夫　大森機械工業（株）代表取締役社長兼 CEO
　　　　　　　　　　　（一社）日本包装機械工業会 会長
　　　　　山本　治男　（株）東京自働機械製作所 代表取締役社長
　　　　　　　　　　　（一社）日本包装機械工業会 副会長／ JAPAN PACK 2022 実行委員会 実行委員長
　　　　　伊早坂　嗣　（株）川島製作所 代表取締役社長
　　　　　　　　　　　（一社）日本包装機械工業会 理事／技術委員会 委員長
　　　　　生田　涌希　（株）フジキカイ 代表取締役社長
　　　　　　　　　　　（一社）日本包装機械工業会 理事／ JAPAN PACK 2022 実行委員会 副実行委員長

併催行事
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３．JAPAN PACK AWARDS 2022 表彰式
○日　時　　2022 年 2月 17 日（木）　15 時 00 分〜 15 時 30 分
○会　場　　西展示棟 1階 アトリウム・イベントステージ A
○表　彰　　大森　利夫　（一社）日本包装機械工業会 会長
○審査委員　西田　麻美　（株）プラチナリンク　代表取締役　工学博士
　　　　　　浅野　　博　関東職業能力開発大学校　教授　工学博士
　　　　　　豊永　俊之　豊永デザインオフィス　代表
　　　　　　下田　達也　下田特許事務所　所長
　　　　　　石谷　孝佑　（一社）日本食品包装協会　理事長　農学博士
　　　　　　長島　康男　元（一社）日本包装機械工業会　技術部長
○授賞者　　JAPAN PACK AWARDS 2022 応募者のうち、大賞（１点）・優秀賞（５点）・特別賞（２点）
○授賞リスト

応募名・製品名 出展者名

大　賞 高速超音波加熱シール横形ピロー包装機 FUW3400/WK α 8 株式会社フジキカイ 

優秀賞 サスティナブル包装ライン横型逆ピロー包装機（紙包材対応）
NSW-7600 BX 大森機械工業株式会社

優秀賞 KBF-6000UX 株式会社川島製作所

優秀賞 かみこみ X線検査機　SXS2-2154HC1D（AI 搭載） 株式会社システムスクエア

優秀賞 TWFX3CR 型縦型ピロー包装機 株式会社 東京自働機械製作所

優秀賞 自動計量供給システム「TSD-N3 × Foodly」 大和製衡株式会社

特別賞 NUDY PACK ケーユーシステム株式会社

特別賞 Skilled Worker（スキルドワーカー） 日本テクノロジーソリューション
株式会社

応募製品 紙 ing パッケージ 株式会社イムラ封筒

応募製品 PROTEGO（プロテゴ） 宇津商事株式会社

応募製品 VE 型カートン補給装置 株式会社オーエム機械

応募製品 移動式真空バランサー JumboFlex Picker
（ジャンボフレックスピッカー） シュマルツ株式会社

応募製品 ロボット式容器整列機 靜甲株式会社

応募製品 NEO7-415SUD トキワ工業株式会社

応募製品 piSOFT GRIP 100-4 ピアブ・ジャパン株式会社

応募製品 Zion（読み方：ザイオン） 船井電機株式会社

応募製品 ロボ・ケーサー（MKD-Rb） 株式会社美木多機械

応募製品 ハンバーガーなおにぎり 高橋慧（個人）
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４．基調講演・特別講演会・専門セミナー
○日　時　2022 年 2月 15 日（火）〜 2月 18 日（金）
○会　場　国際会議棟 6階 607 会議室／ 608 会議室
○内　容
　【基調講演】

2月 15 日（火）　会議棟 6階 607・608 会議室
時　間 テーマ 講　師

13:00 ～ 14:00 ＥＳＧ課題にいかに立ち向かうか 澤田　道隆
花王（株） 取締役会長

　【特別企画】
2月 15 日（火）　会議棟 6階 607・608 会議室

時　間 テーマ 登壇者
CLOMAパネルディスカッション　日本の３Rを牽引する～ CLOMAメンバーの取り組みより～

14:30 ～ 16:30

持続可能な資源利用に向けた
東京都の施策

古澤　康夫
東京都環境局 資源循環推進部 専門課長

イオンがお客さまとともに推進する
「サステナブルな暮らし」

鈴木　隆博
イオン（株）環境・社会貢献部 部長

持続可能なペットボトルの
実現に向けて

森原　征司
サントリーホールディングス（株）
サステナビリティ経営推進本部 部長

花王の包装容器開発における
プラスチック削減の取り組み

竹内　順子
花王（株）包装技術研究所 グループリーダー

【モデレーター】 柳田　康一
CLOMA事務局 技術統括

2 月 16 日（水）　会議棟 6階 608 会議室
時　間 テーマ 講　師

10:00 ～ 11:00 「プラスチックに係る資源循環の
促進等に関する法律」について

羽田由美子
経済産業省 産業技術環境局資源循環経済課 課長

11:30 ～ 12:10 プラスチック資源循環対策と
食品容器包装について

五十嵐勝彦
農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業部 外食・食文化課
食品ロス・リサイクル対策室 課長補佐

13:10 ～ 13:50 セブン &アイグループ完全循環型
リサイクルの仕組みづくりについて

釣流まゆみ
（株）セブン＆アイ・ホールディングス
執行役員 経営推進本部 サステナビリティ推進部
シニアオフィサー

2 月 17 日（木）
時　間 テーマ 講　師

会議棟 6階 608 会議室　フードテックセッション

10:00 ～ 11:30 
日本発のフードテックで創る未来

井戸　萌愛
農林水産省 新事業・食品産業部 新事業・食品産業政策課
課長補佐

フードテックとフードデリバリーで
変わる「食」の世界

大野　泰敬
（株）スペックホルダー 代表取締役社長

会議棟 6階 607 会議室　化粧品サステナビリティセッション

15:10 ～ 16:40

化粧品業界における
サステナビリティへの取組について

原田　房枝
日本化粧品工業連合会 サステナビリティ部 部長

人と地球にやさしい容器開発の取り組み
～シャンプーの容器開発事例から～

稲葉　真一
花王（株）包装技術研究所 室長

ライオンの環境容器開発における
考え方と取り組みについて

槇村　泰廣
ライオン（株）材料部 部長

総合討論 原田　房枝／稲葉　真一／槇村　泰廣
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　【専門セミナー】
2月 16 日（水）

時　間 テーマ 講　師
会議棟 6階 607 会議室

10:20 ～ 11:10 コロナ禍で変化した「食」ビジネス 大野　泰敬
（株）スペックホルダー 代表取締役社長

会議棟 6階 607 会議室

11:40 ～ 12:30 包装技術等の脱ガラパゴス化への挑戦 石谷　孝佑
（一社）日本食品包装協会 理事長

会議棟 6階 607 会議室　DXセッション

15:00 ～ 16:30

ものづくりDX Digital Manufacturing の
現在（いま）

杉山　　素
三菱電機（株）FAシステム事業本部
Digital Manufacturing アーキテクト

Amazon物流設備とパッケージの未来（サ
ステナビリティと AWSクラウド活用）

柳澤　政夫
アマゾンウェブサービスジャパン合同会社 パートナーア
ライアンス統括本部 ISV パートナー本部 製造業担当

内田　昌宏
アマゾンジャパン合同会社 オペレーション技術統括本部
技術開発部長

会議棟 6階 608 会議室

15:40 ～ 16:30 プラスチック循環技術の確立に向けた
NEDOの取り組みについて

今西　大介
（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
環境部 主任研究員

2 月 17 日（木）
時　間 テーマ 講　師

会議棟 6階 607 会議室　自動認識セッション

10:30 ～ 12:00

薬機法改正、UDI 規制等による
バーコード表示と利活用への期待

植村　康一
GS1 Japan ソリューション第 1部 部長

医薬品・医療機器の包装箱等への
バーコード・RFID 表示の現状と今後

白石　裕雄
（一社）日本自動認識システム協会
医療自動認識プロジェクト プロジェクト長

会議棟 6階 608 会議室

12:20 ～ 13:10
エッジコンピューティング
Edgecross を活かした食品製造業向け
DXソリューション

小玉　昌央
（株）サトー パートナービジネス推進部
Edgecross コンソーシアム
食品製造業向けソリューション構築WGリーダー

会議棟 6階 607 会議室

12:30 ～ 13:20 包装が直面する SDGｓ対応の事例と
今後の方向

住本　充弘
住本技術士事務所 所長

会議棟 6階 608 会議室　冷食セッション

13:40 ～ 15:10

美味しい冷凍食品を守るため、食べるた
めに欠かせないパッケージの重要性

三浦　佳子
（一社）日本冷凍食品協会 広報部長

ニチレイフーズの AI 選別技術で
自動化と食品ロス削減へ

塚本　真也
（株）ニチレイフーズ 技術戦略部
装置開発グループリーダー

会議棟 6階 608 会議室

15:40 ～ 16:30 プラ工連版プラスチック資源循環戦略の
取組について

加藤　英仁
日本プラスチック工業連盟 専務理事
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2 月 18 日（金）
時　間 テーマ 講　師

会議棟 6階 607 会議室

10:00 ～ 10:50 容器の循環型利用に向けた取組
計良　裕一
日本コカ・コーラ（株）技術 ･イノベーション ･サプライ
チェーン本部テクニカルサステナビリティ部 部長

会議棟 6階 608 会議室

10:10 ～ 11:10 粉体プロセスのデジタルツイン構築のた
めの数値解析技術の開発

酒井　幹夫
東京大学 大学院工学系研究科
レジリエンス工学研究センター 准教授

会議棟 6階 607 会議室　印刷セッション

11:20 ～ 12:50

フレキソ印刷の特徴と可能性、
今後の展開

吉本　孝志
（株）ヨシモト印刷社 代表取締役社長

包装にも広がる印刷の環境配慮
『グリーンプリンティング』

宮田　博文
（一社）日本印刷産業連合会 GP 推進部 部長

会議棟 6階 608 会議室

11:40 ～ 12:30 充填包装DX
松本　　博
凸版印刷（株）DXデザイン事業部 BDC NAVINECT 本部
販売促進部長

会議棟 6階 608 会議室

13:00 ～ 13:50 日米欧三極の医薬品包装規制の
現状と課題

西　　秀樹
西包装専士事務所 代表

会議棟 6階 607 会議室

13:20 ～ 14:10 キリンビールの工場における AI・IoT 活
用および自動化技術の取組紹介

柿沼　　健
キリンビール（株）執行役員 生産本部 技術部長

会議棟 6階 608 会議室

14:20 ～ 15:10 国際展示会にみる食品包装のトレンド
松田　修成
（株）東洋紡パッケージング・プラン・サービス
技術総括部 部長

会議棟 6階 607 会議室

14:40 ～ 15:30 デジタル時代の工場業務改革～安全・安
心な食の継続的提供への追及～

鈴木　　創
マルハニチロ（株）情報システム部企画管理課 課長役

　【主催者企画】
2月 15 日（火）　イベントステージ A

時　間 テーマ 講　師

13:00 ～ 13:45 AI/IoT と電気電子工学を融合させた
産学連携研究

髙木　茂行
東京工科大学 工学部 電気電子工学科
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５．出展者セミナー
○日　時　2022 年 2月 15 日（火）〜 2月 18 日（金）
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム・イベントステージ A
　　　　　西展示棟 4階 西 4ホール・イベントステージ B
　　　　　南展示棟 1階 南 1ホール・イベントステージ C
○内　容

2 月 15 日（火）　イベントステージ A
時　間 テーマ 講　師

11:00 ～ 11:45 グラビア印刷、フレキソ印刷の生産性向
上と環境負荷低減の為の設備投資

志村　太郎 
日本ボールドウィン（株）第一事業本部部長

魚井　　毅 
日本ボールドウィン（株）
ビジョンシステムズ事業本部 課長

2 月 16 日（水）　イベントステージ B
時　間 テーマ 講　師

14:45 ～ 15:30
持続可能な社会の実現のために
DNP環境配慮パッケージング
GREEN PACKAGING

茂木沙緒梨
大日本印刷（株）包装事業部
イノベーティブ・パッケージングセンター マーケティン
グ戦略本部 事業開発部 環境ビジネス推進グループ

2 月 17 日（木）
時　間 テーマ 講　師

イベントステージ A

13:00 ～ 13:45 IoT と AI を活用した
次世代のボトリングシステム

村中　志有 
澁谷工業（株）情報技術システム部 執行役員

イベントステージ B

14:00 ～ 14:45 環境と人にやさしい食品包装の開発と
当社が目指すプラスチック資源循環

上野　響子
三菱ケミカル（株）フィルムズディビジョン パッケージ
ングセクター サーキュラーエコノミーセクション

2 月 18 日（金）
時　間 テーマ 講　師

イベントステージ C

11:00 ～ 11:45 ファナックロボットの
最新技術について

森岡　昌宏 
ファナック（株）ロボット事業本部
ロボット機構研究開発本部 技師長

イベントステージ B

13:00 ～ 13:45 ベッコフオートメーションがご提案する
リニア搬送システム

小平　克巳 
ベッコフオートメーション（株）
ソリューションセールスエンジニア

イベントステージ A

13:30 ～ 14:15 機能性表面処理膜による
工程改善と SDGs 活動

清水　　健 
太陽誘電ケミカルテクノロジー（株）
営業部 外販営業課 課長

イベントステージ B

14:15 ～ 15:00 循環型社会の実現に向けて
パッケージにできること

藤井　　崇
凸版印刷（株）生活・産業事業本部
パッケージソリューション事業部
サステナブルパッケージングセンター 部長
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2020 年 12 月 10 日（木）
時　間 テーマ 講　師

15:00 〜 16:30 3D デジタル工場による次世代設備管理
サービスについて

小林　文宏
味の素エンジニアリング（株）取締役常務執行役員
エリア統括本部長

2021 年 3月 5日（金）
時　間 テーマ 講　師

15:00 〜 16:30
いま見直したい生産施設のリスク対策
～感染症対策 ･ BCP 対策のこれからを考
える～

杉内　章浩
（株）竹中工務店 エンジニアリング本部
事業リスクマネジメントグループ長

2021 年 7月 13 日（火）
時　間 テーマ 講　師

15:00 〜 16:30
ものづくり DX Digital Manufacturing の
現在（いま）～ e-F@ctory 実導入事例を
通して考える～

杉山　　素
三菱電機（株）FAシステム事業本部
Digital Manufacturing アーキテクト

2021 年 8月 20 日（金）
時　間 テーマ 講　師

14:00 〜 15:30 花王のプラスチック包装容器における取
り組み

柴田　　学
花王（株）ESG部門 ESG 活動推進部 担当部長

2021 年４月 7日（水）【展示会活用セミナー】
時　間 テーマ 講　師

16:00 〜 16:30 『フジキカイの展示会活用方法』 生田　涌希
（株）フジキカイ 代表取締役社長

６．オンラインセミナー（会期前）
○日　時　2020 年 12 月 10 日（木）〜 2021 年 11 月 11 日（木）
○形　式　オンライン開催（Zoomウェビナーでのライブ配信）
○内　容

2021 年 9月 8日（水）【展示会活用セッション】
時　間 テーマ 講　師

成果を出す！出展者のイベントDX戦術

14:00 〜 16:00

オンライン技術で深化する！イベント体
験と展示会活用戦略

岡　　慶彦
bravesoft（株）Event Experience グループ
DX Solution 戦略事業部 事業部長

映像技術で広がる！プレゼンテーション
＆コミュニケーション

本多　志郎
（株）映像センター 執行役員 イベント映像事業部 事業部長

JAPAN PACK 出展者に最適なオンライン
／映像の技術活用方法 ※講師２名によるトークセッション

2021 年 11 月 11 日（木）
時　間 テーマ 講　師

中国市場における最新の化粧品動向と越境 ECパッケージ

14:00 〜 16:00

世界を牽引する中国市場の最新トレンド
とニューノーマル時代の展望

浅井　潤司
（株）矢野経済研究所
コンシューマー・マーケティングユニット
ライフスタイル &ビューティーグループ部長 主席研究員

中国消費者に＂ウケる＂パッケージデザ
イン〜 SNS 映えする商品デザインとプロ
モーション〜

粟田　翔太
（一社）日本美粧協会 理事
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７．包装ライフサイクル展示コーナー 報道関係者向け説明会
○日　時　2022 年 2月 15 日（火）　11 時 45 分〜 12 時 15 分
○会　場　西展示棟 4階 西 4ホール・包装ライフサイクル展示コーナー

８．CLOMA展示プレゼンテーション
○日　時　2022 年 2月 18 日（金）　10 時 00 分〜 11 時 00 分・11 時 30 分〜 12 時 30 分
○会　場　西展示棟 4階 西 4ホール・イベントステージ B
○内　容

2 月 18 日（金）
時　間 テーマ 講　師

（第 1部）

10:00 ～ 11:00

海洋プラスチックごみに挑む
企業アライアンス CLOMA

柳田　康一
CLOMA事務局 技術統括

ヨーロッパ基準のサステナブル包装機
-究極の紙包装 -

高橋誠一郎
シンテゴンテクノロジー（株）
食品事業部 セールスマネージャー

生分解性酢酸セルロースの
環境マテリアルとしての取り組み紹介

川上　昭彦
（株）ダイセル マテリアル SBU アセチル BU セルロース
マーケティング部 主任部員

（第 2部）

11:30 ～ 12:30

プラスチック資源循環促進法施行に向け
て～容器包装のエコマーク認定基準～

大澤　　亮
（公財）日本環境協会 エコマーク事務局 基準・認証課長

コンプレッション成形による
容器樹脂使用量の削減

前田　佳希
（株）コーレンス 第三営業本部第一部 専任部長

発泡エコなトレイのご紹介 岡本　紗季
北村化学産業（株）QOL 事業部
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９．DX戦略トレンドセッション
○日　時　2022 年 2月 16 日（水）　13 時 00 分〜 14 時 30 分
○会　場　国際会議棟 6階 607 会議室
○内　容

2 月 16 日（水）
時　間 テーマ 講　師

13:00 ～ 14:30

ものづくりの
デジタルトランスフォーメーションを
どのように考えるか

石山　裕二
経済産業省 製造産業局産業機械課
課長補佐（企画調整担当）

中外製薬のデジタルトランス
フォーメーション（DX）への挑戦

中西　義人
中外製薬（株）デジタル戦略推進部長

未来の飲料製造工場における
DXソリューション

桑野　誠司
（株）アセプティック・システム サービス開発部 部長

10．主催者企画パネルディスカッション
○日　時　2022 年 2月 17 日（木）　10 時 30 分〜 12 時 00 分
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム・イベントステージ A
○内　容

2 月 17 日（木）
時　間 テーマ 講　師

明日の現場は見えますか。それってやっぱり『Dx』!?

10:30 ～ 12:00

生産現場におけるDXを活用した
メンテナンスの取り組み

中西　順一
イーデーエム（株）技術本部 技術部 部長

「見える化」を
スマート（無駄なく）に実現

吉岡　伸洋
大森機械工業（株）技術生産本部
第１事業部　第１電気設計部 マネージャー

医薬品業界におけるレギュレーション
対応とDXへの取り組み

坂本　裕樹
（株）ケーテー製作所 電気設計グループリーダー

【モデレーター】 宝坂　健児
ジェイパックワールド（株）代表取締役社長
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13．会場巡回『アフターコロナの包装 Tech ＆ Tex（テクテク）ツアー』
○日　時　2022 年 2月 17 日（木）　15 時 30 分〜 16 時 30 分
○会　場　イベントステージ C→会場内
○進　行　宝坂　健児　ジェイ パックワールド（株）代表取締役社長

14．�会場巡回『東洋紡 PPS で培ったスキルで、JAPAN PACK のハイライトをピックアップ
ツアー』
○日　時　2022 年 2月 18 日（金）　10 時 30 分〜 11 時 30 分
○会　場　イベントステージ A→会場内
○進　行　松田　修成　（株）東洋紡 PPS 技術総括部 部長

11．会場巡回 『爆進（バクシン）Dxツアー』
○日　時　2022 年 2月 17 日（木）　13 時 30 分〜 14 時 30 分
○会　場　南展示棟 1階 南 1ホール・イベントステージ C→会場内
　　　　　大森機械工業（株）／イーデーエム（株）／（株）ケーテー製作所／IoT研究会展示コーナー
○進　行　宝坂　健児　ジェイ パックワールド（株）代表取締役社長

12．会場巡回 『医薬品ソリューションツアー』
○日　時　2022 年 2月 18 日（金）　14 時 45 分〜 15 時 45 分
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム・イベントステージ A→会場内
○進　行　杉本　隆之　（株）ソアズ 代表取締役社長
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15．〈学生向けイベント〉包装業界見学ツアー
○日　時　2022 年 2月 16 日（水）　10 時 30 分〜 12 時 00 分
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム・イベントステージ A→会場内
　　　　　（株）東京自働機械製作所／イーデーエム（株）／CKD（株）／大森機械工業（株）
○講　師　志賀　　満　大森機械工業（株）上級執行役員 イノベーション推進本部長兼経営戦略室

16．〈学生向けイベント〉包装業界見学ツアー
○日　時　2022 年 2月 16 日（水）　13 時 30 分〜 15 時 00 分
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム・イベントステージ A→会場内
　　　　　PACRAFT（株）／ストラパック（株）／靜甲（株）／フジキカイ（株）
○講　師　澤野　啓二　アンリツ（株）インフィビスカンパニー I ブランディング部 部長

17．〈学生向けイベント〉包装業界見学ツアー@オンライン
○日　時　2022 年 2月 18 日（金）　10 時 30 分〜 12 時 00 分
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３．IoT 研究会展示コーナー
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム

１．包装相談コーナー
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム
○相談員　梅森　輝信　（一社）日本包装機械工業会 顧問
　　　　　白川　　宏　白川技術士事務所 所長
　　　　　加藤　武男　加藤包装技術事務所 代表
　　　　　長島　康男　元（一社）日本包装機械工業会 技術部長

２．JAPAN PACK AWARDS 2022 受賞製品パネル展示コーナー
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム

※受賞製品リストは本誌８ページ参照

企画展示コーナー



19

４．包装ライフサイクル展示コーナー
○会　場　西展示棟 4階 西 4ホール
○参　画　特別協賛　　大日本印刷（株）／凸版印刷（株）
　　　　　協賛　　　　DIC（株）／日本製紙（株）／（株）フジキカイ／三菱ケミカル（株）
　　　　　協力　　　　�（株）イシダ／（株）市川環境ホールディングス／タマポリ（株）／東洋製罐グループ

ホールディングス（株）／東洋紡（株）／その他、ライフサイクル関連企業
　　　　　監修・設計　大日本印刷（株）

５．CLOMA展示コーナー
○会　場　西展示棟 4階 西 4ホール
○協　力　クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス（CLOMA）
○参　画　13 社・団体

６．JPC 受賞製品展示コーナー
○会　場　西展示棟 4階 西 4ホール
○協　力　（一社）日本印刷産業連合会
○出　品　40 製品
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８．飲食コーナー（お弁当販売カウンター）
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム／西 4ホール／南 1ホール

９．プレスルーム
○会　場　西展示棟 2階 西 1商談室（6）

10．JAPAN PACK Online 2022
○期　間　　�2022 年 1 月 17 日（月） 

　　　　〜 2月 25 日（金）
○会　場　　�オンライン 

（�JAPAN PACK 2022  
公式ウェブサイト内）

　　　　　　https://www.japanpack.jp/
○訪問者数　62,632user（デバイス数）
　　　　　　507,051PV（平均 8.10PV）

７．就活サポートコーナー
○会　場　西展示棟 1階 アトリウム
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１．記者発表会
　　１）実施概要記者発表会
　　　　〇日　時　　2022 年１月 13 日（木）　14：00 〜 15：00
　　　　〇会　場　　包装機械会館

　　２）参会メディアリスト
　　　　〇参会メディア　56 媒体

No. 媒体名 No. 媒体名 No. 媒体名

1 日本経済新聞 20 月刊フードニュース 39 週刊粧業

2 読売新聞 21 食品経済新聞 40 石鹸日用品新報

3 日刊工業新聞　 22 麺業新聞 41 日本商業新聞

4 時事通信 23 菓子食品新聞 42 紙之新聞

5 NHK 24 パンニュース 43 印刷新報

6 包装タイムス 25 冷凍食品新聞 44 印刷ジャーナル

7 月刊 食品包装 26 食品流通新聞 45 日本印刷新聞

8 月刊 JPACKWORLD 27 海苔タイムス・海苔速報 46 印刷雑誌

9 月刊 PACK&BOX 28 日刊水産経済新聞 47 プリント &プロモーション

10 段ボール事報 29 水産タイムス 48 NEWPRINET

11 金属産業新聞 30 商経アドバイス 49 コンバーテック

12 日刊産業新聞 31 日本農業新聞 50 日刊ケミカルニュース

13 日本食糧新聞 32 農村ニュース 51 PHARM TECH JAPAN

14 食品産業新聞 33 月刊低温流通 52 油業報知新聞

15 日刊食品通信 34 物流ニッポン 53 展示会展示会通信

16 フードウイークリー 35 通販新聞 54 ロジスティクス・ビジネス

17 日本加工食品新聞 36 物流ウィークリー 55 物流機械新聞

18 ビバリッジジャパン 37 日本流通新聞 56 IT media

19 全国食鳥新聞 38 日本物流新聞

パブリシティ
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２．掲載結果
　　１）実施概要記者発表会～展示会開催前
　　　　〇新聞・雑誌　74 件

No. 掲載日 媒体名 No. 掲載日 媒体名

1 2022/1/14 日刊食品通信 38 2022/1/25 印刷センター（月刊）

2 2022/1/14 日刊速報冷食タイムス 39 2022/1/25 食品経済新聞

3 2022/1/14 麺業新聞 40 2022/1/25 日本加工食品新聞

4 2022/1/15 ラベル新聞 41 2022/1/25 日本物流新聞

5 2022/1/15 見本市展示会通信 42 2022/1/26 オートメーション新聞

6 2022/1/16 型技術（月刊） 43 2022/1/26 石鹸日用品新報

7 2022/1/17 ソイフードジャーナル（月刊） 44 2022/1/27 日刊水産経済新聞

8 2022/1/17 菓子食品新聞 45 2022/1/28 Beverage Japan

9 2022/1/17 新聞之新聞 46 2022/1/28 日刊産業新聞

10 2022/1/17 日刊速報冷食タイムス 47 2022/1/31 商経アドバイス

11 2022/1/18 包装タイムス 48 2022/1/31 日用品化粧品新聞

12 2022/1/18 農村ニュース 49 2022/1/31 包装タイムス

13 2022/1/18 冷食タイムス 50 2022/2/1 ラベル新聞

14 2022/1/18 冷食とチルド 51 2022/2/1 印刷情報（月刊）

15 2022/1/19 日刊水産経済新聞 52 2022/2/1 フードケミカル（月刊）

16 2022/1/19 日本食糧新聞 53 2022/2/1 プリテックステージ（月刊）

17 2022/1/20 紙之新聞 54 2022/2/1 食品工場長（月刊）

18 2022/1/20 食品と科学（月刊） 55 2022/2/1 見本市展示会通信

19 2022/1/20 通販新聞 56 2022/2/1 全国食鳥新聞

20 2022/1/20 乳業ジャーナル（月刊） 57 2022/2/4 麺業新聞

21 2022/1/21 みなと新聞 58 2022/2/5 パンニュース

22 2022/1/21 醸界協会新聞 59 2022/2/5 印刷ジャーナル

23 2022/1/21 薬事日報 60 2022/2/5 食品包装（月刊）

24 2022/1/22 菓業食品新聞 61 2022/2/7 プロパン新聞

25 2022/1/24,31 菓子食品新聞 62 2022/2/7 菓子食品新聞

26 2022/1/24 フードウィークリー 63 2022/2/7 金属産業新聞

27 2022/1/24 週刊粧業 64 2022/2/7 週刊水産新聞

28 2022/1/24 日本印刷新聞 65 2022/2/7 食品新聞

29 2022/1/24 日本商業新聞 66 2022/2/7 新聞之新聞

30 2022/1/24 日本食糧新聞 67 2022/2/8 運輸新聞

31 2022/1/24 日本流通新聞 68 2022/2/9 日本食糧新聞

32 2022/1/24 物流ウィークリー 69 2022/2/10 プラスチックス（月刊）

33 2022/1/24 包装タイムス 70 2022/2/10 ベーカーズタイムス

34 2022/1/24 油業報知新聞 71 2022/2/10 印刷界（月刊）

35 2022/1/25 パンニュース 72 2022/2/10 印刷新報

36 2022/1/25 フードニュース 73 2022/2/12 菓業食品新聞

37 2022/1/25 プリテックステージ ニュース 74 2022/2/14 包装タイムス
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　　２）会期中～会期後
　　　　①新聞・雑誌　30 件（３月 31 日時点）

No. 掲載日 媒体名 No. 掲載日 媒体名

1 2022/2/15 低温流通（月刊） 16 2022/3/1 ラベル新聞

2 2022/2/17 日刊水産経済新聞 17 2022/3/1 印刷情報（月刊）

3 2022/2/17 日刊速報冷食タイムス 18 2022/3/1 全国食鳥新聞

4 2022/2/21 化学工業日報 19 2022/3/2 石鹸日用品新報

5 2022/2/21 週刊粧業 20 2022/3/3 印刷新報

6 2022/2/21 週刊水産新聞 21 2022/3/4 薬事日報

7 2022/2/21 日本食糧新聞 22 2022/3/4 麺業新聞

8 2022/2/21 日本流通新聞 23 2022/3/7 菓子食品新聞

9 2022/2/21 油業報知新聞 24 2022/3/7 日用品化粧品新聞

10 2022/2/22 米麦日報 25 2022/3/7 包装タイムス

11 2022/2/23 石鹸日用品新報 26 2022/3/10 新聞之新聞

12 2022/2/25 段ボール事報 27 2022/3/14 商経アドバイス

13 2022/2/28 週刊水産新聞 28 2022/3/14 日刊油脂特報

14 2022/2/28 物流ウィークリー 29 2022/3/14 紙之新聞

15 2022/2/28 包装タイムス 30 2022/3/14 週刊粧業

　　　　②オンライン　42 件（３月 10 日時点）

No. 掲載日 媒体名 No. 掲載日 媒体名

1 2022/2/15 プリント＆プロモーション 22 2022/2/16 @DIME（アットダイム）

2 2022/2/15 NHK 23 2022/2/16 とれまがニュース

3 2022/2/15 JIJI.COM 24 2022/2/17 LOGI-BIZ online

4 2022/2/15 YAHOO! ファイナンス 25 2022/2/17 FNN プライムオンライン（前半）

5 2022/2/15 テレ東 BIZ 26 2022/2/17 FNN プライムオンライン（後半）

6 2022/2/16 プリント＆プロモーション 27 2022/2/17 YAHOO! ニュース

7 2022/2/16 PRTIMES 28 2022/2/17 ORICON NEWS

8 2022/2/16 JIJI.COM 29 2022/2/17 dmenu ニュース

9 2022/2/16 エキサイトニュース 30 2022/2/17 nippon.com

10 2022/2/16 CNET JAPAN 31 2022/2/17 goo ニュース

11 2022/2/16 産経ニュース 32 2022/2/17 NEWS PICKS

12 2022/2/16 OSDN Magazine 33 2022/2/17 JCC テレビすべて

13 2022/2/16 BtoB プラットフォーム 34 2022/2/17 TV でた蔵

14 2022/2/16 All About NEWS 35 2022/2/18 MONOist（ITmedia）

15 2022/2/16 読売新聞オンライン 36 2022/2/18 YAHOO! ニュース

16 2022/2/16 iza（イザ！） 37 2022/2/22 日刊ケミカルニュース

17 2022/2/16 ニコニコニュース 38 2022/2/24 robot digest

18 2022/2/16 Mapion ニュース 39 2022/2/28 ロボスタ（前半）

19 2022/2/16 財経新聞 40 2022/2/28 ロボスタ（後半）

20 2022/2/16 Infoseek ニュース 41 2022/2/28 livedoor ニュース（前半）

21 2022/2/16 BIGLOBE ニュース 42 2022/2/28 livedoor ニュース（後半）
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　　　　③テレビ　３件

放送日時 番組名 局名

2022/2/15　22:12 〜 22:16 ワールドビジネスサテライト（WBS） テレビ東京

2022/2/16　16:15 〜 16:16 イット！「取材部ネタプレ」 フジテレビ

2022/2/17　00:07 〜 00:10 FNN Live News α フジテレビ

３．展示会出展
【FOOD展 2020】
〇会　期　2020 年 10 月 7日（水）～ 10 月 9日（金）
〇会　場　東京ビッグサイト 青海展示棟

【TOKYO PACK 2021】
〇会　期　2021 年 2月 24 日（水）～ 26 日（金）
〇会　場　東京ビッグサイト 西・南展示棟

【MOBAC SHOW 2021】
〇会　期　2021 年 3月 9日（火）～ 12 日（金）
〇会　場　インテックス大阪 1 ～ 5（A）号館

【FOOMA JAPAN 2021】
〇会　期　2021 年 6月 1日（火）～ 6月 4日（金）
〇会　場　愛知スカイエキスポ ホール A～ F

４．案内状制作・送付
〇紙媒体　　50 万部印刷・送付（日本語版）
〇電子媒体　PDF データ制作（日本語版／英語版）

５．メールマガジン配信
〇期　間　2020 年 9月～ 2022 年 2月
〇発信数　延べ 136 万 6,231 件（42 本）
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６．広告掲載

７．ウェブ広告
　　〇媒　体　Google 広告／ Facebook 広告

　　〇掲載バナー（一例）

No. 媒体名 No. 媒体名

1 日刊工業新聞 7 日本食糧新聞

2 新製品情報 8 食品工場長

3 日経産業新聞 9 菓子食品新聞

4 東商新聞 10 PHARM TECH JAPAN

5 包装技術 11 Web サイト「JPACKWORLD」

6 包装タイムス 12 パッケージ＆マシン通信

表示回数（回）

Google キーワード広告 27,250

Google ディスプレイ広告 569,606

Facebook 広告 474,929
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円グラフ用（8pt/10h）

あまり重要でない　3%あまり重要でない　3%

重要である
46%

重要である
46%

非常に重要である
51%

非常に重要である
51%

円グラフ用（8pt/10h）

重要でない　1%重要でない　1%あまり重要でない　5%あまり重要でない　5%

重要である
56%

重要である
56%

非常に重要である
38%

非常に重要である
38%

１．商談の場として ２．新規顧客獲得の場として

重要でない　2%重要でない　2%あまり重要でない　9%あまり重要でない　9%

重要である
52%

重要である
52%

非常に重要である
37%

非常に重要である
37%

円グラフ用（8pt/10h）円グラフ用（8pt/10h）

あまり重要でない　10%あまり重要でない　10%

重要である
57%

重要である
57%

非常に重要である
33%

非常に重要である
33%

３．既存顧客へのアピールの場として ４．新製品発表の場として

１．出展者アンケート調査結果

重要でない　0%重要でない　0%あまり重要でない　4%あまり重要でない　4%

重要である
58%

重要である
58%

非常に重要である
38%

非常に重要である
38%

円グラフ用（8pt/10h）

５．来場者からの意見など情報収集の場として

円グラフ用（8pt/10h）

重要でない　0%重要でない　0%あまり重要でない　12%あまり重要でない　12%

重要である
58%

重要である
58%

非常に重要である
29%

非常に重要である
29%

６．企業／製品イメージ向上などブランディングの場として

■ JAPAN PACK の位置付けについて（設問１〜７）

各種アンケート調査結果
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円グラフ用（8pt/10h）

有益でなかった
32%

有益でなかった
32%

どちらとも
いえない　15%
どちらとも
いえない　15%

有益であった
45%
有益であった
45%

非常に有益であった
8%

非常に有益であった
8%

円グラフ用（8pt/10h）

商談の場　8%商談の場　8%
その他　2%その他　2%

ブランディングの場　2%ブランディングの場　2%
情報収集の場　6%情報収集の場　6%
新製品発表の場

6%
新製品発表の場

6%
既存顧客への
アピールの場

7%

既存顧客への
アピールの場

7%

新規顧客獲得の場
69%

新規顧客獲得の場
69%

７．JAPAN PACK の位置付けとして最も重要なものをお聞かせください ８．商談の場として

有益でなかった
28%

有益でなかった
28%

どちらとも
いえない

14%

どちらとも
いえない

14%

有益であった
49%

有益であった
49%

非常に有益であった
9%

非常に有益であった
9%

円グラフ用（8pt/10h）円グラフ用（8pt/10h）

有益でなかった
33%

有益でなかった
33%

どちらとも
いえない　14%
どちらとも
いえない　14%

有益であった
43%

有益であった
43%

非常に有益であった
10%

非常に有益であった
10%

９．新規客獲得の場として 10．既存顧客へのアピールの場として

有益でなかった
29%

有益でなかった
29%

どちらとも
いえない　19%
どちらとも
いえない　19%

有益であった
41%

有益であった
41%

非常に有益であった
11%

非常に有益であった
11%

円グラフ用（8pt/10h）

11．新製品発表の場として

有益でなかった
24%

有益でなかった
24%

どちらとも
いえない

14%

どちらとも
いえない

14% 有益であった
50%

有益であった
50%

非常に有益であった
12%

非常に有益であった
12%

円グラフ用（8pt/10h）

12．来場者からの意見など情報収集の場として

■今回の出展の有益性について（設問８〜 18）
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期待以下であった
74%

期待以下であった
74%

どちらとも
いえない

10%

どちらとも
いえない

10%

期待通りであった
13%
期待通りであった
13%

期待以上であった
3%

期待以上であった
3%

円グラフ用（8pt/10h）

有益でなかった
21%

有益でなかった
21%

どちらとも
いえない
19%

どちらとも
いえない
19%

有益であった
49%

有益であった
49%

非常に有益であった
11%

非常に有益であった
11%

円グラフ用（8pt/10h）
13．企業／製品イメージ向上などブランディングの場として 14．貴社ブースへの来場者数について

情報交換のみ
23%

情報交換のみ
23%

引き合いがあった
69%

引き合いがあった
69%

成約した
8%

成約した
8%

円グラフ用（8pt/10h）

合致していない
14%

合致していない
14%

どちらとも
いえない
20%

どちらとも
いえない
20%

ほぼ合致していた
58%

ほぼ合致していた
58%

合致していた
8%

合致していた
8%

円グラフ用（8pt/10h）
15．来場者の貴社対象との合致性について 16．来場者との商談について

情報交換のみ
51%

情報交換のみ
51%

技術提携　1%技術提携　1% 販売提携　3%販売提携　3%

引き合いがあった
40%

引き合いがあった
40%

成約した
5%

成約した
5%

円グラフ用（8pt/10h）
17．出展者間の商談について

円グラフ用（8pt/10h）

出展しない予定
4%

出展しない予定
4%

未定・検討中
30%

未定・検討中
30%

出展を検討している
36%

出展を検討している
36%

出展したい
30%

出展したい
30%

18．次回展への出展について
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円グラフ用（8pt/10h）

その他　1.98%その他　1.98%
J PACK WORLD　0.40%J PACK WORLD　0.40%
菓子食品新聞　0.40%菓子食品新聞　0.40%
食品工場長　0.40%食品工場長　0.40%包装タイムス　3.16%包装タイムス　3.16%

包装技術　3.16%包装技術　3.16%
日経産業新聞　0.40%日経産業新聞　0.40%
日刊工業新聞　1.19%日刊工業新聞　1.19%
パッケージ＆マシン
通信　3.56%
パッケージ＆マシン
通信　3.56%

当展（主催者・日本包装
機械工業会）メールマガジン
6.32%

当展（主催者・日本包装
機械工業会）メールマガジン
6.32%

インターネット
検索・SNS
12.25%

インターネット
検索・SNS
12.25%

当展公式
アプリ
2.77%

当展公式
アプリ
2.77% 当展公式

ウェブサイト
39.13%

当展公式
ウェブサイト

39.13%

関係団体・
学校等からの案内

（メール・会報等）　1.98%

関係団体・
学校等からの案内

（メール・会報等）　1.98%

同僚・知人等
からの案内

17.39%

同僚・知人等
からの案内

17.39%

出展者からの
案内

40.32%

出展者からの
案内

40.32%

その他　3.95%
包装タイムス　0.79%
包装技術　0.79%
日経産業新聞　0.40%パッケージ＆

マシン通信　1.98%

当展（主催者・日本包装
機械工業会）メール
マガジン　8.30%

インターネット
検索・SNS
7.11%
当展公式
アプリ
0.79%

当展公式
ウェブサイト
6.72%

関係団体・学校等からの
案内（メール・会報等）　3.56%

同僚・知人等
からの案内
22.53%

出展者からの案内
43.08%

円グラフ用（8pt/10h）
１．当展を何で知りましたか？ ２．当展の情報収集に有効だったのは何ですか？

円グラフ用（8pt/10h）

その他　3.95%その他　3.95%
エンジアリングシステム　0.79%エンジアリングシステム　0.79%

デジタル技術／ソフトウェア　2.37%デジタル技術／ソフトウェア　2.37%
物流機械・関連機器／店舗設備機械　1.98%物流機械・関連機器／店舗設備機械　1.98%衛生管理機器・資材

0.40%
衛生管理機器・資材

0.40%
環境対策機械・
関連機器　3.16%
環境対策機械・
関連機器　3.16%
医薬品・化粧品・
日用品製造機械・
関連機器　1.98%

医薬品・化粧品・
日用品製造機械・
関連機器　1.98%
食品加工機械・
関連機器
8.30%

食品加工機械・
関連機器
8.30%

ロボット／機械部品・
要素技術／包装関連機械／
検査機・検出器
13.04%

ロボット／機械部品・
要素技術／包装関連機械／
検査機・検出器
13.04%

印刷機械・
関連機器／
包材加工機械　9.49%

印刷機械・
関連機器／
包材加工機械　9.49%

包装資材・容器
25.69%

包装資材・容器
25.69%

包装機械／
荷造機械
28.85%

包装機械／
荷造機械
28.85%

円グラフ用（8pt/10h）

その他
1.58%
その他
1.58%

セミナー聴講
5.53%
セミナー聴講
5.53%
情報収集（企業研究）
9.49%
情報収集（企業研究）
9.49%

情報収集
（新製品・
新技術全般）
36.76%

情報収集
（新製品・
新技術全般）
36.76%

情報収集
（事業開発）
6.32%

情報収集
（事業開発）
6.32%

情報収集
（製品開発）
22.92%

情報収集
（製品開発）
22.92%

製品導入の検討
11.07%

製品導入の検討
11.07%

商談・取引
6.32%

商談・取引
6.32%

３．来場の最大の目的は何ですか？ ４．最も関心のある展示品

２．来場者アンケート調査結果

円グラフ用（8pt/10h）

市場の拡大
12.65%
市場の拡大
12.65%

安全安心の実現
7.91%

安全安心の実現
7.91%

食糧に
関する問題
2.37%

食糧に
関する問題
2.37%

地球環境への課題
35.57%

地球環境への課題
35.57%

生産性の向上
41.50%

生産性の向上
41.50%

５．最も関心のある展示テーマ（貴社の課題）

４日間（会期毎日）　0.79%４日間（会期毎日）　0.79%３日間　1.98%３日間　1.98%

２日間　6.32%２日間　6.32%

１日
90.91%
１日
90.91%

円グラフ用（8pt/10h）
６．今回の来場日数について
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その他
1.19%
その他
1.19%

期待以下
26.48%
期待以下
26.48%

期待通り
56.92%
期待通り
56.92%

期待以上
15.42%
期待以上
15.42%

円グラフ用（8pt/10h）

久し振りに来場した
10.28%

久し振りに来場した
10.28%

2~3 回に 1回
来ている　
11.86%

2~3 回に 1回
来ている　
11.86%

前回（2019 年）に
続いて 2回目
7.11%

前回（2019 年）に
続いて 2回目
7.11%

ほぼ毎回
来ている
26.48%

ほぼ毎回
来ている
26.48%

今回初めて
来場した
44.27%

今回初めて
来場した
44.27%

円グラフ用（8pt/10h）
７．当展への来場頻度について ８．出展者数・展示製品の充実度について

その他
1.19%
その他
1.19%

期待以下
24.11%
期待以下
24.11%

期待通り
59.68%
期待通り
59.68%

期待以上
15.02%
期待以上
15.02%

円グラフ用（8pt/10h）

その他
0.79%
その他
0.79%

期待以下
22.92%
期待以下
22.92%

期待通り
61.26%
期待通り
61.26%

期待以上
15.02%
期待以上
15.02%

円グラフ用（8pt/10h）
９．情報収集・製品比較の達成度について 10．新製品・新情報の展示について

その他
3.16%
その他
3.16%

情報交換のみ
67.98%

情報交換のみ
67.98%

製品導入を
検討した
27.67%

製品導入を
検討した
27.67%

製品導入を決定した
1.19%

製品導入を決定した
1.19%

円グラフ用（8pt/10h）
11．会場での商談について

その他
0.40%
その他
0.40%

特に権限はない・
該当する部署ではない

20.95%

特に権限はない・
該当する部署ではない

20.95%

導入を提案する・
情報を収集する

31.62%

導入を提案する・
情報を収集する

31.62%

導入を
アドバイスする・
検討チームにいる
24.11%

導入を
アドバイスする・
検討チームにいる
24.11%

ほぼ
決定権がある
9.49%

ほぼ
決定権がある
9.49%

最終決定者
13.44%
最終決定者
13.44%

円グラフ用（8pt/10h）
12．製品導入に関するあなたの立場



31

その他
8.30%
その他
8.30%

お弁当販売コーナー
2.37%

お弁当販売コーナー
2.37%

JAPAN PACK
Online
8.30%

JAPAN PACK
Online
8.30%

セミナー
（ホール内）

1.19%

セミナー
（ホール内）

1.19%

セミナー
（会議棟）

10.28%

セミナー
（会議棟）

10.28%

包装ライフサイクル
展示コーナー
13.44%

包装ライフサイクル
展示コーナー
13.44%

JPC 受賞製品
展示コーナー　9.88%
JPC 受賞製品
展示コーナー　9.88%

CLOMA
展示コーナー

9.09%

CLOMA
展示コーナー

9.09%

就活サポート
コーナー

0.40%

就活サポート
コーナー

0.40%

IoT 研究会
展示コーナー

5.93%

IoT 研究会
展示コーナー

5.93%

JAPAN PACK AWARDS
受賞製品パネル

展示コーナー
21.74%

JAPAN PACK AWARDS
受賞製品パネル

展示コーナー
21.74%

包装相談コーナー
9.09%
包装相談コーナー
9.09%

円グラフ用（8pt/10h）

その他
7.11%
その他
7.11%

お弁当販売コーナー
7.91%

お弁当販売コーナー
7.91%

JAPAN PACK Online
13.44%

JAPAN PACK Online
13.44%セミナー

（ホール内）
4.74%

セミナー
（ホール内）

4.74%
セミナー

（会議棟）
15.42%

セミナー
（会議棟）

15.42%

包装ライフサイクル
展示コーナー

31.62%

包装ライフサイクル
展示コーナー

31.62%

JPC 受賞製品
展示コーナー　24.90%
JPC 受賞製品
展示コーナー　24.90% CLOMA 展示コーナー　25.69%CLOMA 展示コーナー　25.69%

就活サポート
コーナー

1.58%

就活サポート
コーナー

1.58%

IoT 研究会
展示コーナー

15.42%

IoT 研究会
展示コーナー

15.42%

JAPAN PACK AWARDS
受賞製品パネル

展示コーナー
37.15%

JAPAN PACK AWARDS
受賞製品パネル

展示コーナー
37.15%

包装相談コーナー
12.65%
包装相談コーナー
12.65%

円グラフ用（8pt/10h）
13．訪問・利用した併催企画・各種サービス（複数回答可） 14．最も良かった併催企画・各種サービス

来場しない見込み
1.58%

来場しない見込み
1.58%

検討中・未定
20.95%

検討中・未定
20.95%

できれば
来場したい
35.97%

できれば
来場したい
35.97%

来場する予定
41.50%

来場する予定
41.50%

円グラフ用（8pt/10h）
15．次回展（2023 年 秋頃開催）への来場 16．今後の JAPAN PACK に期待すること

�・　10、20 年後を見据えた、包装機器の在り方
・　デジタル技術を活用した生産システム
・　�SDGs の目標達成に向けての必要な取り組みにつ

いて
・　�資源循環の動向、包装資材や機材の動向
・　�環境対応包装資材へ取り組んでいる企業の展示
・　�プラスチック包材の将来
・　�オンライン展は慣れるまで時間がかかったが、見

逃したメーカーの情報が詳しく見られた
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その他　2.33%その他　2.33%
報道関係者　2.54%報道関係者　2.54%

学生　0.11%学生　0.11%一般･個人　1.17%一般･個人　1.17%
公務員･団体職員　1.38%公務員･団体職員　1.38%
管理･総務･人事･
コーポレート　1.48%
管理･総務･人事･
コーポレート　1.48%
設計･デザイン
4.03%
設計･デザイン
4.03%
製造･生産
6.14%
製造･生産
6.14%

研究･技術
26.17%
研究･技術
26.17%

企画･広報･マーケティング　14.83%企画･広報･マーケティング　14.83%

営業･販売
31.57%
営業･販売
31.57%

代表者･役員　8.26%代表者･役員　8.26%

円グラフ用（8pt/10h）

九州･沖縄　0.95%九州･沖縄　0.95%

四国　0.21%四国　0.21%

中国　0.74%中国　0.74%

近畿
11.47%
近畿
11.47%中部　5.16%中部　5.16%

関東
81.05%
関東
81.05%

東北　0.21%東北　0.21%

北海道　0.21%北海道　0.21%

円グラフ用（8pt/10h）
１．勤務先地域 ２．職種（部門）

円グラフ用（8pt/10h）

その他　1.69%その他　1.69%

一般･個人　1.80%一般･個人　1.80%

学生　0.11%学生　0.11%

一般社員
26.11%
一般社員
26.11%

係長･主任
12.26%
係長･主任
12.26%

課長･課長代理
21.78%

課長･課長代理
21.78%

部長･次長
24.10%
部長･次長
24.10%

支社長･工場長･本部長
2.11%

支社長･工場長･本部長
2.11%

代表者･役員　10.04%代表者･役員　10.04%

３．役職

３．セミナーアンケート調査結果

その他　2.42%その他　2.42%
報道関係　2.63%報道関係　2.63%学生　0.11%学生　0.11%

一般･個人　0.74%一般･個人　0.74%
教育機関･研究機関　0.95%教育機関･研究機関　0.95%

官公庁･団体　1.89%官公庁･団体　1.89%
エンジニアリングシステム　1.89%エンジニアリングシステム　1.89%

設備･建築　1.16%設備･建築　1.16%
情報機器･ソフトウェア　2.74%情報機器･ソフトウェア　2.74%
パッケージデザイン　0.95%パッケージデザイン　0.95%

印刷　5.89%印刷　5.89%

包装材料･容器　21.37%包装材料･容器　21.37%

ロボット　1.26%ロボット　1.26%

機械･
機器部品
7.58%

機械･
機器部品
7.58%

包装機械　5.05%包装機械　5.05%

商社
7.37%
商社
7.37%

その他サービス業　0.32%その他サービス業　0.32%
受託製造･包装　2.32%受託製造･包装　2.32%

小売･流通･EC　0.84%小売･流通･EC　0.84%
電気　2.00%電気　2.00%

雑貨･文具　0.32%雑貨･文具　0.32%
繊維　0.42%繊維　0.42%

化学品
8.32%
化学品
8.32%

日用品　3.05%日用品　3.05%
化粧品　2.74%化粧品　2.74%
医薬品　2.53%医薬品　2.53%

食品
13.14%
食品
13.14%

円グラフ用（8pt/10h）

４．業種
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その他
0.48%
その他
0.48%

プログラム概要（詳細）
11.24%

プログラム概要（詳細）
11.24%

プログラムのテーマ
59.90%

プログラムのテーマ
59.90%

登壇者／
コンダクターの所属先

11.24%

登壇者／
コンダクターの所属先

11.24%

登壇者／
コンダクター
17.14%

登壇者／
コンダクター
17.14%

円グラフ用（8pt/10h）

JPACKWORLD　0.11%JPACKWORLD　0.11%
PHARM TECH JAPAN　0.21%PHARM TECH JAPAN　0.21%

食品工場長　0.11%食品工場長　0.11%
包装タイムス　0.32%包装タイムス　0.32%包装技術　0.42%包装技術　0.42%

東商新聞　0.21%東商新聞　0.21%
日経産業新聞　0.42%日経産業新聞　0.42%
日刊工業新聞　1.05%日刊工業新聞　1.05%
パッケージ＆マシン通信　0.74%パッケージ＆マシン通信　0.74%
当展メールマガジン
6.95%
当展メールマガジン
6.95%
インターネット
検索･SNS
5.47%

インターネット
検索･SNS
5.47%
当展公式
アプリ
1.89%

当展公式
アプリ
1.89%

当展公式
ウェブサイト

48.63%

当展公式
ウェブサイト

48.63%
同僚･知人等

からの案内
8.74%

同僚･知人等
からの案内

8.74%

関係団体･学校等
からの案内

4.21%

関係団体･学校等
からの案内

4.21%

出展者からの
案内

21.79%

出展者からの
案内

21.79%

登壇者／コンダクター
関係者からの案内

6.63%

登壇者／コンダクター
関係者からの案内

6.63%

円グラフ用（8pt/10h）
５．本プログラムを何で知りましたか（複数回答可） ６．本プログラムの聴講を決めた魅力

その他
0.67%
その他
0.67%

期待以下
9.20%

期待以下
9.20%

期待通り
70.93%
期待通り
70.93%

期待以上
19.19%
期待以上
19.19%

円グラフ用（8pt/10h）
７．本プログラムの内容は事前の期待度に対して

その他
1.90%
その他
1.90%

情報収集（企業研究）
7.69%

情報収集（企業研究）
7.69%

情報収集
（新製品･新技術全般）

31.59%

情報収集
（新製品･新技術全般）

31.59%

情報収集（事業開発）　9.39%情報収集（事業開発）　9.39%

情報収集
（製品開発）
20.97%

情報収集
（製品開発）
20.97%

製品導入の検討
5.12%

製品導入の検討
5.12%

商談･取引
4.08%
商談･取引
4.08%

各種併催
プログラム
への参加
19.26%

各種併催
プログラム
への参加
19.26%

円グラフ用（8pt/10h）
８．JAPAN PACK 2022 へ来場の主目的

その他　1.58%その他　1.58%
興味･関心を引く展示製品はなかった　0.21%興味･関心を引く展示製品はなかった　0.21%

団体／プレス／研究・教育機関／人材サポート　2.00%団体／プレス／研究・教育機関／人材サポート　2.00%
エンジニアリング・システム　3.89%エンジニアリング・システム　3.89%デジタル技術／ソフトウェア　8.42%デジタル技術／ソフトウェア　8.42%

物流機械・関連機器／
店舗設備機械　3.37%
物流機械・関連機器／
店舗設備機械　3.37%
衛生管理機器・
資材　2.95%
衛生管理機器・
資材　2.95%
環境対策機械・
関連機器　8.95%
環境対策機械・
関連機器　8.95%
医薬品・化粧品・日用品
製造機械・関連機器
11.26%

医薬品・化粧品・日用品
製造機械・関連機器
11.26%
食品加工機械・関連
機器　8.74%
食品加工機械・関連
機器　8.74%

ロボット／
機械部品・要素技術／
包装関連機械／
検査機・検出器
23.37%

ロボット／
機械部品・要素技術／
包装関連機械／
検査機・検出器
23.37%

印刷機械・関連機器／包材加工機械　18.74%印刷機械・関連機器／包材加工機械　18.74%

包装資材・容器
54.84%

包装資材・容器
54.84%

包装機械／
荷造機械
45.89%

包装機械／
荷造機械
45.89%

円グラフ用（8pt/10h）
９．JAPAN PACK 2022 出展製品への興味・関心（複数回答可）

来場しない
0.34%

できれば
来場したい
41.50%

来場したい
58.16%

円グラフ用（8pt/10h）
10．次回展（JAPAN PACK 2023）への来場予定
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その他　4.64%その他　4.64%
報道関係　0.66%報道関係　0.66%
学生　0.53%学生　0.53%一般・個人　0.13%一般・個人　0.13%

教育機関・研究機関　0.66%教育機関・研究機関　0.66%
官公庁・団体　0.53%官公庁・団体　0.53%
エンジニアリング
システム　0.40%
エンジニアリング
システム　0.40%

設備・建築
0.53%
設備・建築
0.53%
情報機器・
ソフトウェア
0.53%

情報機器・
ソフトウェア
0.53%
パッケージ
デザイン
1.59%

パッケージ
デザイン
1.59%

印刷
10.61%
印刷
10.61%

包装材料・容器
20.03%

包装材料・容器
20.03%

ロボット　0.27%ロボット　0.27%
機械・機械部品
3.85%
機械・機械部品
3.85%
包装機械　2.92%包装機械　2.92% その他サービス業　2.25%その他サービス業　2.25%

受託製造・受託包装
4.11%

受託製造・受託包装
4.11%

商社
10.74%
商社
10.74%

小売・流通・EC
3.05%

小売・流通・EC
3.05%

電気　1.59%電気　1.59%

輸送機器
0.27%

輸送機器
0.27%

鉄鋼
0.13%
鉄鋼
0.13%

雑貨・文具
1.19%

雑貨・文具
1.19%

繊維　1.19%繊維　1.19%

化学品
9.15%
化学品
9.15%

日用品　2.25%日用品　2.25%
化粧品　1.86%化粧品　1.86%
医薬品　0.93%医薬品　0.93%

食品
13.39%
食品
13.39%

円グラフ用（8pt/10h） ４．勤務先・業種

その他　3.44%その他　3.44%
報道関係者　0.66%報道関係者　0.66%

学生　0.66%学生　0.66%一般・個人　0.13%一般・個人　0.13%
公務員・団体職員　0.66%公務員・団体職員　0.66%
管理・総務・人事・
コーポレート　1.59%
管理・総務・人事・
コーポレート　1.59%
設計・デザイン
6.75%
設計・デザイン
6.75%
製造・生産
5.30%
製造・生産
5.30%

研究・技術
17.09%
研究・技術
17.09%

企画・広報・
マーケティング
14.44%

企画・広報・
マーケティング
14.44%

営業・販売
39.60%
営業・販売
39.60%

代表者・役員　9.67%代表者・役員　9.67%

円グラフ用（8pt/10h）

九州・沖縄　0.80%四国　0.80%
中国　0.93%
近畿　6.10%
中部　6.23%

関東
83.55%

東北　1.06%
北海道　0.53%

円グラフ用（8pt/10h）
１．勤務先・地域 ２．勤務先・部門

その他　1.59%その他　1.59%学生　0.66%学生　0.66%

一般・個人　0.26%一般・個人　0.26%

一般社員
30.29%
一般社員
30.29%

係長・主任
12.30%
係長・主任
12.30%

課長・
課長代理
19.44%

課長・
課長代理
19.44%

部長・次長
20.24%
部長・次長
20.24%

支社長・工場長・
本部長
2.65%

支社長・工場長・
本部長
2.65%

代表者
・役員
12.57%

代表者
・役員
12.57%

円グラフ用（8pt/10h） ３．勤務先・役職

４．包装ライフサイクル展示コーナーアンケート調査結果

情報収集
（企業研究）
37.50%

情報収集
（企業研究）
37.50%

情報収集
（新製品・新技術全般）

87.50%

情報収集
（新製品・新技術全般）

87.50%
情報収集
（事業開発）
33.33%

情報収集
（事業開発）
33.33%

情報収集
（製品開発）
54.17%

情報収集
（製品開発）
54.17%

新製品
導入の検討
4.17%

新製品
導入の検討
4.17%

各種併催プログラムへの参加
25.00%

各種併催プログラムへの参加
25.00%

円グラフ用（8pt/10h）
5.来場の目的

その他
4.17%
その他
4.17%

ブースデザインに
惹かれた
12.50%

ブースデザインに
惹かれた
12.50%

参画企業の事業に
関心がある
16.67%

参画企業の事業に
関心がある
16.67%

主催者の事業に
関心がある
16.67%

主催者の事業に
関心がある
16.67%

包装の環境負荷
低減への取組みに
関心がある
75.00%

包装の環境負荷
低減への取組みに
関心がある
75.00%

円グラフ用（8pt/10h）
６．ブース訪問の狙い
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その他
12.50%
その他
12.50%

「メッセージ」文
4.17%

「メッセージ」文
4.17%

協賛企業の展示
8.33%

協賛企業の展示
8.33%

LCA 説明
グラフィック
16.67%

LCA 説明
グラフィック
16.67%

実物サンプル展示
20.83%

実物サンプル展示
20.83%

各工程の課題や
事例の循環図
20.83%

各工程の課題や
事例の循環図
20.83%

『プラ新法』の説明
4.17%

『プラ新法』の説明
4.17%

プラスチックと
資源循環の年表
12.50%

プラスチックと
資源循環の年表
12.50%

円グラフ用（8pt/10h）
７.ブース内で最も良かったエリア

その他
4.17%
その他
4.17%

再生
33.33%
再生
33.33%

廃棄
29.17%
廃棄
29.17%

使用
8.33%
使用
8.33% 包装・充填

37.50%
包装・充填
37.50%

製造
54.17%
製造
54.17%

原材料
62.50%
原材料
62.50%

円グラフ用（8pt/10h）
８. 関心のある循環工程

その他
8.33%
その他
8.33%

要改善点が多くある
4.17%

要改善点が多くある
4.17%

良かったが、
改善すべき
点があった
25.00%

良かったが、
改善すべき
点があった
25.00%

とても良かった、
満足した
62.50%

とても良かった、
満足した
62.50%

円グラフ用（8pt/10h）
９．本企画の全体的な印象

その他
4.17%
その他
4.17%

あれば良いが、
無くても構わない

16.67%

あれば良いが、
無くても構わない

16.67%

当然やるべきだ
79.17%

当然やるべきだ
79.17%

円グラフ用（8pt/10h）
10．JAPAN PACK と「環境」を題材にした企画展示

11．次回展（JAPAN PACK 2023）へ

出展したい
4.17%

来場しない
0.00%

できれば
来場したい
33.33%

来場したい
62.50%

円グラフ用（8pt/10h）
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会場図面（全体計画・レイアウト・他）
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　　あ
（株）アートプレスト
（株）愛工舎製作所
愛星パック（株）
青木工業刃物（株）
（株）浅沼商会
（株）旭金属
（株）アパックス
アルマーク（株）
アンバフレックスジャパン合同会社
アンリツ（株）
イーデーエム（株）
（株）イシダ
（株）イチネンケミカルズ
伊藤忠マシンテクノス（株）
伊東電機（株）
伊藤敏（株）
（株）イノフィス
茨木精機（株）
伊原電子（株）
（株）イムラ封筒
岩崎電気（株）
Informa Markets
（株）ウイル
（株）ウチダテクノ
宇津商事（株）
ACS（株）
エーシンパック工業（株）
（株）エーティーエー
（株）エーディエフ
（株）エクト
（株）エコノス・ジャパン
SMC（株）
エヌエス技研（株）
（株）エムエスティ
王子エフテックス（株）
　／王子タック（株）
（株）オーエム機械
大阪シーリング印刷（株）
（株）大阪真空機器製作所
オーシャンテクノロジー（株）
（株）オートニクス
大森機械工業（株）
（株）オクイ
オプティマス　パッケージング

オリヒロ（株）
（株）オンデマンド研究所
　　か
カイノス（株）
加越（株）
（株）カジワラ
片岡線材（株）
（株）型久堂
カモ井加工紙（株）
（株）川島製作所
（株）キーエンス
紀州技研工業（株）
キソー工業（株）
キムラシール（株）
キャディ（株）
協栄プリント技研（株）
（株）京都製作所
協和電機（株）
クイック・ロック・ジャパン（株）
（株）グリーンテックジャパン
（株）グリーンプラス
（株）ケイエスエス
（株）ケーテー製作所
ケーユーシステム（株）
（株）光伸舎
（株）光文堂
（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 高度ポリテクセンター
（株）コバード
（株）小林パック工業
（株）コマック
　　さ
（株）サイレック
蔵王産業（株）
佐藤工業（株）
（株）サム技研
（株）サムソン
三光機械（株）
（株）サンステーションシステムズ
三徳コーポレーション（株）
（株）サンユー印刷
（株）GSIクレオス
シービーエム（株）
シール栄登（株）
シール工業（株）
（株)ジェイエンタープライズ

出展者一覧
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（株）システムスクエア
（株）品川工業所
澁谷工業（株）
（株）ジャパンシステム
上海美豊包装材料有限公司
　／丸紅インテックス（株）
シュマルツ（株）
城南自動機（株）
（株）松楽産業
（株）新盛インダストリーズ
（株）進洋
（株）SCREENクリエイティブコミュニケーションズ
（株）SCREENクリエイティブコミュニケーションズ
　／（株）SCREEN GP ジャパン
（有）スコットプランニング
鈴茂器工（株）
ストラパック（株）
ストロパックジャパン（株）
靜甲（株）
成光産業（株）
ゼネラルパッカー（株）
セムコ（株）
Serac JAPAN（株）
ソトウ（株）
　　た
（株）第一包装機製作所
大成ラミック（株）
大日本印刷（株）
太陽誘電ケミカルテクノロジー（株）
（株）高砂
高千穂精機（株）
多賀電気（株）
髙橋慧
タツタ電線（株）
田村機械工業（株）
（独）中小企業基盤整備機構
（一社）中部包装食品機械工業会
帝人フロンティア（株）
（株）テクノリサーチ
デュケインジャパン（株）
（株）デュプロ
テラダ・トレーディング（株）
デルタ電子（株）
テンチ産業（株）
（株）Too

　／（株）ジーティービー
東京計器（株）
東京工科大学　工学部
（株）東京自働機械製作所
　／東京施設工業（株）
東京食品機械（株）
東芝三菱電機産業システム（株）
東洋機械（株）
（株）東陽機械製作所
（株）トーヨー
トキワ工業（株）
（株）トシコ
（株）トッパンインフォメディア
（株）トパック
（株）トヨコン
　　な
中島金属箔粉工業（株）
NASCO（株）
鍋屋バイテック会社
（有）新潟総合紙器
（株）西村機械製作所
ニッカ電測（株）
（株）ニッサンキコー
NISSHA（株）
日清エンジニアリング（株）
日本テクノロジーソリューション（株）
（株）日本エンジニアリングサービス
日本機械商事（株）
日本工業刃物（株）
日本自働精機（株）
（一社）日本食品機械工業会
日本製図器工業（株）
（協）日本製パン製菓機械工業会
（一社）日本粉体工業技術協会
（公社）日本包装技術協会
（株）日本包装リース
日本ボールドウィン（株）
日本ポリスター（株）
（一社）日本ロボット工業会
（株）New IWASHO
　／ダックエンジニアリング（株）
（株）ネクサスエアー
ノードソン（株）
のむら産業（株）
　　は
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ハーマン・ウルトラソニック・ジャパン（株）
（株）パールパッケージ企画
（株）パイオニア風力機
パックウェル（株）
PACRAFT（株）
（株）ハナガタ
（株）花塚製作所
ピアブ・ジャパン（株）
日立造船（株）
ファナック（株）
（株）フクダ
（株）フクチ産業
富士インパルス（株）
（株）フジキカイ
（株）藤村工業
（株）不二レーベル
不双産業（株）
（株）フタバ
船井電機（株）
（株）古川製作所
兵神装備（株）
ベッコフオートメーション（株）
（株）HEAD ON
（株）ホーレン
ホログラム・ワークス（株）
　　ま
（株）前田シェルサービス
マキー・エンジニアリング（株）
（株）マキノシーリング
マンローランドゴスウェブシステムズジャパン（株）
三浦工業（株）
（株）美木多機械
（株）三橋製作所
（株）ムラコシ
（株）メイワ
（株）メカナイズ
（株）モキ製作所
モスカ・ジャパン（株）
森川フードマシン（株）
　　や
（株）ヤナギヤ
薮内産業（株）
山崎産業（株）
大和製衡（株）
山中産業（株）

（株）ユーキ
（株）ユーテクノロジー
ユニオンケミカー（株）
（株）ユニバック
（株）横浜自働機
（株）ヨシダキカイ
　　ら
莱州市国梁包装製品股份有限公司
（株）ラヤマパック
（株）レザック
（株）ロボテック
　　わ
ワイエイシイマシナリー（株）
（株）ワンウィル
　　CLOMA展示コーナー
（株）ウエストワン
キョーラク（株）
北村化学産業（株）
クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス事務局
（株）コーレンス
シンテゴンテクノロジー（株）
（株）ダイセル
東都成型（株)
東洋紡（株）
日本製紙（株）
（公財）日本環境協会 エコマーク事務局
（株）平和化学工業所
三井化学（株）
　　包装ライフサイクル展示コーナー
大日本印刷（株）
DIC（株）
凸版印刷（株）
日本製紙（株）
（株）フジキカイ
三菱ケミカル（株）

� （以上　264社・団体）
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アンリツ（株） 

（株）イシダ／日新電子工業（株）

（株）エー・アンド・デイ

SMC（株）

大森機械工業（株）

（株）川島製作所

協栄プリント技研（株）

（株）ケーテー製作所

澁谷工業（株）／シブヤ精機（株）／シブヤパッケージングシステム（株）

城南自動機（株）

靜甲（株）

（株）東京自働機械製作所／東京施設工業（株）

トキワ工業（株）

日本テクノロジーソリューション（株）

（株）日本包装リース

日本山村硝子（株）　エンジニアリングカンパニー

（株）New IWASHO／ダックエンジニアリング（株）

ファナック（株）

（株）フジキカイ

（株）古川製作所／（株）ハイパック／（株）シンワ機械

マキー・エンジニアリング（株）

（株）マスダックマシナリー

松尾産業（株）

三浦工業（株）

（株）メイワ

（株）メッセ・デュッセルドルフ・ジャパン

モスカ・ジャパン（株）

大和製衡（株）

� （以上　35 社・団体）

JAPAN PACK Online 出展者一覧
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会長	 大森　利夫	 大森機械工業株式会社　代表取締役社長

副会長	 亀田　　稔	 トキワ工業株式会社　代表取締役社長

	 古城　美武	 城南自動機株式会社　代表取締役会長

	 山本　治男	 株式会社東京自働機械製作所　代表取締役社長

	 古川　雅章	 株式会社古川製作所　代表取締役社長

専務理事	 金澤　　信	 一般社団法人日本包装機械工業会　専務理事

理事	 上月　　清	 株式会社ケーテー製作所　代表取締役社長

	 本多　宗隆	 澁谷工業株式会社　専務取締役

	 浪江　栄治	 株式会社トパック　専務取締役

	 菅　　泰孝	 茨木精機株式会社　代表取締役社長

	 下島　敏章	 ストラパック株式会社　代表取締役社長

	 荻上　　穣	 ベストパック株式会社　代表取締役社長

	 生田　涌希	 株式会社フジキカイ　代表取締役社長

	 木下　喜平	 株式会社京都製作所　代表取締役社長

	 神谷　泰仁	 マキー・エンジニアリング株式会社　代表取締役社長

	 矢口　正一	 三光機械株式会社　代表取締役社長

	 伊早坂　嗣	 株式会社川島製作所　代表取締役社長

	 塩入　　健	 株式会社マスダックマシナリー　取締役

	 北村　明義	 ＰＡＣＲＡＦＴ株式会社　代表取締役社長

	 輿水　　博	 株式会社横浜自働機　代表取締役社長

	 川西　能久	 大和製衡株式会社　代表取締役副社長

	 戸谷　幹夫	 トタニ技研工業株式会社　代表取締役社長

	 結城喜世貴	 株式会社ユーキ　代表取締役社長

	 安達　拓洋	 イーデーエム株式会社　代表取締役社長

	 髙井　　稔	 株式会社イシダ　取締役

	 大石　　透	 靜甲株式会社　取締役

	 牧野　研二	 ゼネラルパッカー株式会社　代表取締役社長

監事	 君浦　康友	 株式会社日本包装リース　代表取締役副社長

	 佐脇　祐二	 株式会社オーエム機械　代表取締役社長

	 北洞　義明	 ＣＫＤ株式会社　執行役員

� （2022 年 3月 31 日現在）

一般社団法人日本包装機械工業会 役員（2021 年度）
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実行委員長	 山本　治男	 株式会社東京自働機械製作所　代表取締役社長

実行委員長代理	 本多　宗隆	 澁谷工業株式会社　専務取締役

副実行委員長	 古川　雅章	 株式会社古川製作所　代表取締役社長

　　〃	 安達　拓洋	 イーデーエム株式会社　代表取締役社長

　　〃	 生田　涌希	 株式会社フジキカイ　代表取締役社長

実行委員	 中村　雄光	 アルマーク株式会社　東京支店 支店長

　　〃	 髙井　　稔	 株式会社イシダ　取締役 産機システム部門担当

　　〃	 渡邊　吉幸	 大森機械工業株式会社　執行役員 営業本部 副本部長

　　〃	 山本　高弘	 株式会社京都製作所　執行役員営業本部長

　　〃	 上月謙太郎	 株式会社ケーテー製作所　代表取締役副社長

　　〃	 迫　　竜大	 三光機械株式会社　取締役 営業本部長

　　〃	 古城　美将	 城南自動機株式会社　代表取締役社長

　　〃	 伊藤　　勇	 鈴茂器工株式会社　営業本部

		  フード ･ファクトリー ･マシン営業部 次長

　　〃	 中村　　彰	 ストラパック株式会社　執行役員 営業本部 海外営業 2部長

　　〃	 安藤　正行	 ゼネラルパッカー株式会社　取締役 営業本部長

　　〃	 島里　　誓	 PACRAFT 株式会社　理事 営業推進部長 兼 営業企画部長

　　〃	 嶋　　耕司	 トキワ工業株式会社　東京営業部 次長

　　〃	 山口　俊雄	 トタニ技研工業株式会社　営業部 参与

　　〃	 浪江　栄治	 株式会社トパック　専務取締役

　　〃	 大浦　之博	 株式会社ニッサンキコー　代表取締役社長

　　〃	 青木　康哲	 日本工業刃物株式会社　代表取締役社長

　　〃	 髙井　文彦	 日本ポリスター株式会社　代表取締役社長

　　〃	 神谷　泰仁	 マキー・エンジニアリング株式会社　代表取締役社長

　　〃	 塩入　　健	 株式会社マスダックマシナリー　取締役

　　〃	 岩垂　成樹	 株式会社三橋製作所　執行役員 パッケージング事業 事業統括

　　〃	 前田　孝男	 大和製衡株式会社　東日本支店 自動機器営業課 課長

　　〃	 結城　真衣	 株式会社ユーキ　生産管理部

　　〃	 石川　貴雄	 株式会社横浜自働機　営業部 課長

� （2022 年 3月 31 日現在）

JAPAN PACK 2022 実行委員会
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